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高
密
度
労
働
な
の
に
低
賃
金

─
─
民
間
委
託
分
野
に
お
け
る
官
民
格
差
を
直
視
し
、

　
　

官
民
が
一
体
と
な
っ
た
労
働
運
動
を

　
清
掃
労
働
者
の
実
態
調
査
か
ら

川
かわ

村
むら

　雅
まさ

則
のり

（北海学園大学准教授）

■
は
じ
め
に

公
務
職
場
の
内
部
で
非
正
規
雇
用

が
増
加
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、

公
務
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
部
分（
民
営

化
、
民
間
委
託
、
指
定
管
理
者
制
度

な
ど
）で
も
、
低
賃
金
雇
用
が
ひ
ろ
が

り
を
み
せ
て
い
る（
以
上
を
総
称
し
て

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題
）。
見
方

を
変
え
れ
ば
、
官
製
市
場
「
改
革
」

の
「
成
果
」
と
も
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
今
年
、
ゼ
ミ
の
学
生

と
取
り
組
ん
で
い
る
前
記
テ
ー
マ
の

う
ち
、
民
間
委
託
分
野
で
働
く
清
掃

労
働
者
の
実
態
を
報
告
す
る
。
手
元

の
文
献（
注
１
）に
よ
れ
ば
、
直
営
と
委

託
を
比
較
す
る
と
、
委
託
は
直
営
の

半
分
以
下
の
コ
ス
ト
で
ご
み
収
集
が

可
能
で
あ
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
官

民
の
「
働
き
量
」
の
大
き
な
差
は
、

官
の
硬
直
的
な（
？
）給
与
の
支
払
い

に
対
し
て
、「
民
間
で
は
ご
み
を
収
集

す
る
量
に
応
じ
て
給
与
、
手
当
が
増

額
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
働
く
意
欲
へ
の
刺
激
と
な
っ

て
い
る
」
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の
種

の
文
献
に
目
く
じ
ら
を
立
て
る
つ
も

り
は
な
い
が
、
委
託
現
場
は
果
た
し

て
上
述
の
と
お
り
な
の
か
、
み
て
い

こ
う
。

な
お
本
稿
は
、
現
在
進
行
形
の
調

査
の
結
果
を
、
本
号
の
特
集
に
間
に

合
わ
せ
る
た
め
急
き
ょ
執
筆
し
た
、

中
間
報
告
的
な
も
の
で
あ
る（
注
２
）。

■�
委
託
費
と
清
掃
労
働
者
の
年
収
の

動
向

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
廃
棄
物（
以

下
、
ご
み
。
図
表
１
）の
収
集
・
処
理

な
く
し
て
成
立
し
な
い
。
だ
が
、
そ

こ
で
働
く
人
た
ち
に
世
間
は
さ
し
て

関
心
が
な
い
よ
う
で
、
彼
ら
の
労
働

条
件
を
規
定
す
る
委
託
費
に
関
し
て

も
、
安
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
税
金
が
節

約
で
き
て
よ
い
と
い
う
風
潮
さ
え
感

じ
る
。

仕
事
量
当
り
の
委
託
費
デ
ー
タ
が

入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
市
の
資

料
を
使
っ
て
、
便
宜
的
に
試
算
し
て

み
た
。
家
庭
収
集
ご
み
の
中
で
も
委

託
費
が
最
も
大
き
い（
08
年
実
績
で
委

託
料
全
体
の
半
分
を
占
め
る
）「
燃
や

せ
る
ご
み
」
の
収
集
量
と
委
託
費
デ

ー
タ
を
使
い
、
ト
ン
当
り
の
委
託
費

の
推
移
を
ま
と
め
た（
図
表
２
）。
こ

こ
数
年
こ
そ
や
や
上
昇
傾
向
に
あ
る

が
、
か
つ
て
１
万
１
千
円
を
超
え
て

い
た
委
託
費
は
、
い
ち
ど
は
９
千
円

を
割
る
ま
で
に
下
が
っ
て
い
る
。

清
掃
労
働
者（
民
営
の
「
廃
棄
物
処

理
業
」
の
労
働
者
）の
賃
金
デ
ー
タ
を

政
府
統
計
で
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
全

体
平
均
よ
り
も
大
き
く
下
落
し
、
両

者
の
差
が
ひ
ら
い
て
い
る（
図
表
３
）。

委
託
費
と
賃
金
動
向
の
デ
ー
タ
整
理

が
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
年
功
制
カ
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ー
ブ
が
低
い
こ
と（
16
ペ
ー
ジ
図
表

４
）も
清
掃
の
賃
金
の
特
徴
だ
。

■
ご
み
収
集
量
と
雇
用
の
不
安
定

市
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
直

営
は
全
員
が
正
規
雇
用
だ
と
い
う
。

そ
れ
に
対
し
て
委
託
分
野
で
は
、
全

員
を
正
規
雇
用
で
雇
う
こ
と
は
で
き

ず
、
常
時
・
直
接
雇
用
し
て
い
る
非

正
規
雇
用（
全
体
の
３
～
５
割
）の
ほ

か
に
、「
人
材
紹
介
」
を
使
っ
て
い
る

と
い
う
。
委
託
料
水
準
の
問
題
に
加

え
て
、
曜
日
に
よ
る
ご
み
の
量
の
変

動
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る（
以
上
、
事

業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
）。

柔
軟
な
雇
用
の
使
用
を
仮
に
認
め

る
に
し
て
も
、労
働
力
の
調
達
方
法
・

労
働
規
制
の
あ
り
か
た
は
個
別
企
業

に
任
せ
ず
業
界
全
体
で
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
い
え
よ
う
。

■�

労
働
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
み
る
清
掃

労
働
者
の
姿

回
収
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、

主
な
仕
事
内
容
が
ご
み
収
集（
さ
ら

に
、
主
に
運
転
と
主
に
収
集
に
わ
か

れ
る
）と
回
答
し
た
１
２
３
人
に
限
定

し
て
結
果
を
み
る（
図
表
５
）。
無
回

答
は
除
い
て
い
る
の
で
、
有
効
回
答

は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

・�

非
正
規
は
６
割
が
年
収
２
０
０
万

未
満
、
正
規
で
も
３
分
の
１
は
年

収
３
０
０
万
未
満

ま
ず
非
正
規
の
収
入
の
低
さ
に
驚

く（
図
表
６
）。
全
体
の
６
割
が
、
毎

月
の
手
取
り
が
15
万
未
満
で
、
年
収

（
税
込
み
）が
２
０
０
万
未
満
だ
。「
他

に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
け
れ
ば
生
活
で
き

な
い
！
」
と
の
声
に

納
得
で
あ
る
。
し
か

も
日
給
月
給
制
な
い

し
時
給
制
な
の
で
収

入
は
不
安
定
だ
。「
運

転
す
る
日
と
し
な
い

日
で
は
日
給
が
違
い
、

月
の
給
与
が
定
ま
ら

な
い
の
で
生
活
が
不

安
定
」

一
時
金
や
諸
手
当

が
あ
る
と
は
い
え
、

正
規
雇
用
で
も
収
入

が
低
い
こ
と
は
強
調

し
て
お
か
な
け
れ
ば

注1：家庭生活にともなうもの。
注2：事業活動で生じたもので産業廃棄物以外のもの
注3：産業廃棄物の種類については省略。
出所：札幌市資料より。

図表1　廃棄物の種類

産業廃棄物注3

事
業
ご
み

事業系一般
廃棄物注2

廃棄物
ごみ

一般廃棄物 家庭ごみ注1

し尿

図表2　「燃やせるゴミ」トン当り委託費の推移

注1：札幌市から提供された「燃やせるごみ」の収集実績（委託部分）と委託費で算出。
収集方法等に変化がないことを前提とした、あくまでも便宜的なデータである。

注2：ごみ有料化や新たな分別収集が始まる前の年度（2008年度）まで掲載した。
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図表3　平均年収額の推移

注：清掃労働者は、正確には民営の廃棄物処理業の労働者。
出所：厚生労働省「賃金構造基本調査（各年版）」より作成。
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な
る
ま
い（
図
表
に
は
示
し
て
い
な
い

が
、
全
体
の
３
分
の
２
、
つ
ま
り
66
・

７
％
が
３
５
０
万
円
未
満
だ
）。

し
か
も
、
両
者
と
も
に
、
そ
の
多

く
は
、
み
ず
か
ら
の
収
入
が
主
た
る

収
入
源
な
の
だ（
図
表
６
の
Ｃ
）。

「
給
料
が
安
く
て
、
生
活
が
ぎ
り
ぎ

り
。
預
貯
金
で
き
な
い
」「
ゴ
ミ
屋
に

対
し
て
は
見
下
し
て
る
風
潮
を
感
じ

る
」「
こ
れ
か
ら
結
婚
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
15
万
そ
こ
そ
こ
の
月
給
」「
何

年
た
っ
て
も
昇
給
も
な
け
れ
ば
、
賞

与
も
、
冬
季
手
当
も
な
い
」「
会
社
の

決
ま
り
で
、
作
業
員
は
何
年
た
っ
て

図表5　�雇用形態・主な業務形態別に見た
回答者

正規・運転
56人

正規・収集
18人

非正規・運転
16人

非正規・収集
32人

注：�運転と収集の両方に○をつけていた1人（非正規）は
除く。

図表4　年齢別に見た平均年収

注：図表3に同じ。
出所：厚生労働省「2010年賃金構造基本調査」より作成。
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図表6　雇用形態別にみた収入状況
� 単位：％

正規 非正規

n＝70 n＝50

a.��税金等をひかれた毎月の平
均的な手取り

15.0万円未満 11.4 60.0

（再掲）17.5万円未満 52.9 98.0

（再掲）20.0万円未満 80.0 100.0

n＝72 n＝43

b.��2010年の年収（税込み。ボ
ーナスや諸手当の全てを含
む）

200万円未満 6.9 62.8

（再掲）250万円未満 13.9 86.0

（再掲）300万円未満 31.9 95.3

n＝72 n＝51

c.�世帯における最大の収入源 あなた自身の収入 83.3 64.7

注1：aとbの各金額に対する値は、累積値である。
注2：bの対象からは、勤続1年未満の回答者を除いた。
注3：�cは世帯の最大の収入源を1つのみ選択してもらった。残りは、「妻」や「親」を選択、あるいは

「本人と妻」など複数選択。

図表7　札幌市（直営）清掃職員の収入等

職員数 平均年齢 平均給料月額
（基本給のみの額）

平均給与月額
（諸手当込みの額）

年収ベース
（試算値）注

602人 46.6歳 321,015円 424,201円 6,502,774円

注：�平均給与月額を12倍したものに、前年度に支給された期末・勤勉手当を加えた試算値である。実
際には寒冷地手当等がここに加わる。

出所：札幌市資料より作成。

も
正
社
員
に
な
れ
な
い
」「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
は
な
い
の
で
、
生
き
て
い
け

る
く
ら
い
の
賃
金
は
欲
し
い
」

直
営
の
労
働
者
と
の
賃
金
格
差
は

歴
然
と
し
て
い
る（
図
表
７
）。

・
ご
み
収
集
業
務
は
楽
で
は
な
い

　

─
仕
事
や
労
働
条
件
に
み
る
悩
み

図
表
８
は
、
労
働
条
件
・
働
き
方

や
仕
事
に
関
す
る
悩
み
を
28
項
目
に

わ
た
っ
て
尋
ね
た
結
果
の
一
部
だ
。

先
に
も
み
た
、
賃
金
を
め
ぐ
る
訴
え

（
賃
金
の
低
さ
・
昇
給
の
な
さ
・
社
会

的
評
価
の
低
さ
）が
ま
ず
目
立
つ
が
、

ほ
か
に
も
、
働
き
方
・
ご
み
収
集
業

務
に
関
す
る
訴
え
も
少
な
く
な
い
。

清
掃
労
働
体
験
・
参
与
観
察
と
い
う

こ
と
で
、
１
日
だ
け
仕
事（
資
源
ご
み

の
収
集
）を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た

が
、
労
働
密
度
の
高
さ
が
印
象
的
だ

っ
た
。

作
業
員
は
、
車
両
が
停
止
す
る
と

同
時
に
す
べ
る
よ
う
に
降
り
て
い
き
、

ご
み
を
積
み
、
積
み
終
わ
る
と
同
時

に
ま
た
車
両
に
飛
び
乗
る
か
、
次
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
駆
け
て
い
く
。

も
ち
ろ
ん
積
み
込
み
時
に
は
、
危

険
物
や
別
種
の
ご
み
の
混
入
に
注
意
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を
払
い
、
乱
雑
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

清
掃
も
行
う
。
路
上
が
仕
事
場
な
の

で
、
車
両
や
歩
行
者
と
の
接
触
に
も

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

も
時
間
内
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
る
た

め
に
は
一
連
の
作
業
に
は
ス
ピ
ー
ド

が
必
要
だ
。
夏
場
を
中
心
に
、
腐
敗

や
悪
臭
等
に
も
悩
ま
さ
れ
る
。

「
燃
や
せ
な
い
ご
み
収
集
時
、
頻
繁

に
火
災
が
発
生
」「
生
ご
み
が
特
に
悪

臭
が
ひ
ど
い
。
収
集
車
に
投
入
す
る

と
き
、
袋
が
破
け
、
中
の
水
分
が
飛

び
、
全
身
に
か
か
る
」「
車
両
に
冷
房

が
な
い
の
で
、
夏
は
熱
中
症
に
」「
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
ゴ
ミ
箱
化
。
ね
ず
み
、

ハ
エ
等
の
繁
殖
に
よ
る
健
康
不
安
」

加
え
て
、
み
ず
か
ら
の
ご
み
出
し

マ
ナ
ー
の
悪
さ
は
棚
に
上
げ
、
市
民

か
ら
の
苦
情
が
少
な
く
な
い
。
だ
が
、

市
の
仕
事
の
受
託
者
と
し
て
は
、
市

民
に
対
し
て
は
低
姿
勢
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
の
も
つ
ら
い
と
こ
ろ
だ
。

運
転
者
の
労
働
密
度
も
高
い
。
街

中
な
の
で
、
歩
行
者
等
に
も
気
を
つ

け
な
が
ら
、
た
く
み
な
ハ
ン
ド
ル
さ

ば
き
で
大
型（
中
型
）車
両
を
操
作
し
、

運
転
・
停
止
・
発
進
が
繰
り
返
さ
れ

る
。「
同
じ
大
型
で
も
、
長
距
離
ト
ラ

ッ
ク
と
は
違
っ
た
疲
れ
が
あ
り
ま
す

よ
ね
」
と
は
運
転
者
の
言
だ
。
し
か

も
、
運
転
に
専
念
す
る
だ
け
で
な
く
、

作
業
員
と
一
緒
に
な
っ
て
ご
み
を
積

む
。運

転
業
務
の
多
い
正
規
で
、
よ
り

疲
労
の
蓄
積
が
み
ら
れ
る
の
は（
図
表

９
）、
こ
う
し
た
仕
事
状
況
の
反
映
だ

ろ
う
か
。

■
官
民
一
体
の
取
り
組
み
を

清
掃
労
働
体
験
の
日
、
昼
食
休
憩

で
立
ち
寄
っ
た
清
掃
事
務
所
の
構
内

で
、
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ
て
い
る
労
働

者
集
団
が
い
た
。
現
業
職
場
で
は
ま

だ
こ
う
し
た
風
景
が
残
っ
て
い
る
の

だ
な
と
の
ど
か
さ
を
感
じ
て
い
た
ら
、

「
俺
ら
民
間
労
働
者
と
違
っ
て
、
彼
ら

公
務
員
は
仕
事
の
量
も
少
な
い
で
す

か
ら
。
横
に
な
っ
て
午
後
に
備
え
る

俺
た
ち
と
は
違
っ
て
元
気
で
す
よ
」

と
、
そ
の
日
一
緒
に
ま
わ
っ
て
き
た

彼
の
苦
々
し
げ
な
コ
メ
ン
ト
に
複
雑

な
気
分
に
な
っ
た
。

巷ち
ま
た

の
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
に
加
担

す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
た
だ
こ
う

は
思
う
。
公
務
労
組
が
築
き
上
げ
て

き
た
働
き
方
や
賃
金
に
関
す
る
規
制

を
、
民
間
部
門
に
も
波
及
さ
せ
る
よ

う
な
、
官
と
民
の
労
組
が
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
な
け
れ
ば
、
民
間

委
託
の
「
外
圧
」
は
食
い
止
め
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。

公
契
約
条
例
案
の
提
出
を
前
に
し

て
、
ど
ん
な
運
動
が
今
後
展
開
さ
れ

る
の
か
、
労
組
に
問
わ
れ
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
注
１
） 

坂
田
期
雄
『
民
間
の
力
で
行
政
の

コ
ス
ト
は
こ
ん
な
に
下
が
る
』
時
事
通
信

社
、
06
年
。

（
注
２
） 

家
庭
ご
み
の
受
託
事
業
者
と
そ
こ

で
働
く
労
働
者
、
そ
し
て
札
幌
市
か
ら
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
ほ
か
、
労
働
者
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
札
幌
地
域
労
組
・
友
の
会（
本

誌
５
６
０
号
を
参
照
）ル
ー
ト
で
行
っ
た
。

な
お
、
札
幌
の
清
掃
事
業
に
つ
い
て
は
前

記
の
号
の
大
島
論
文
を
参
照
。

図表8　労働条件・仕事に関する悩み、不満、不安等（複数回答）
� 単位：％

正規
n＝72

非正規
n＝51

ア．仕事内容のわりに賃金が低い 61.1 51.0

イ．昇給がない・ほとんどない 66.7 45.1

ト．仕事に対する社会的評価が低い 44.4 37.3

エ．仕事量が増えた 30.6 � 7.8

キ．有休がとりにくい 23.6 13.7

サ．仕事がきつい 25.0 13.7

ス．体調が悪くても休めない 18.1 21.6

ソ．悪臭がひどい 20.8 13.7

タ．湿気や温度がひどい 19.4 27.5

ツ．体に負担がかかる姿勢での作業が多い 33.3 19.6

ネ．住民からの苦情や無理な注文がある 37.5 23.5

注：�実際には、「その他」を含む28項目の有無を尋ねている。訴えの多いものを
中心に、内容別にまとめてみた。

図表9　雇用形態別にみた疲労の蓄積
� 単位：％

正規
n＝71

非正規
n＝51

1晩睡眠をとればだいたい疲労は回復する 28.2 41.2

翌朝に前日の疲労を持ちこすことがときどき
ある 28.2 39.2

翌朝に前日の疲労を持ちこすことがよくある 31.0 15.7

翌朝に前日の疲労をいつも持ちこしている 12.7 � 3.9


